
～心身がこわばってきていませんか～
　新型コロナウイルスの感染が広がっており、緊急事態宣言が全国
に拡大されました。不要不急の外出を自粛し、家で過ごすことが多
いと、心身ともに疲れがでてきているのではないでしょうか。
　感染症予防を継続しながらも、心身の健康を維持していくためには、
家でも体や口を動かすことが大切です。地域交流サロンや公民館体
操の休みが長く続いていますが、次に皆さんで集まるときには、以前
と変わらず元気に楽しく活動できるように準備しておきましょう。
　今回は、家でも簡単に取り組めるストレッチを紹介します。

▽高齢者支援係（☎２２３局３５３６）　

おうち体操のススメ！
家の体操で筋力低下を

ふせぎましょう。
毎日の積み重ねは

貯筋につながります。

肩
けんこうこつ

甲骨まわりのストレッチ
　肩や背中の筋肉が硬くなると、こりや痛みを引き起こします。これを予防す
るためには、肩甲骨を開閉する体操で肩回りの血行をよくすることがポイント
です。肩や肩甲骨まわりを動かすことは、緊張感をほぐすことにもつながります。

【方法１】
① 椅子にしっかりと腰掛けて座る
②  両手の指先を肩にのせる
③   肩甲骨を使うようにして、肘を前から上、横

とゆっくり回していく

※�前まわり、後まわりを 10 回程度、１日 2～
3セットを目安に行いましょう（自分のペー
ス、無理のない範囲で行ってください）。

【注意事項】
●�転倒予防のため椅子に座り、まわりに物がな
いような安全な環境で行ってください。

【方法２】　肩を回すことが難しい場合は、次の
方法でもストレッチを行えます。
①  両手を体の前に組んで、胸の前に伸ばす
②   両手を体の後ろで組んで、ひじを伸ばしたま

ま胸を張る
③  ①・②をくり返し行う
�タオルを使って行うこ
とも効果的です。

　そのほか、いつもより時間をかけて掃除をし
たり、散歩をしたり、なるべく階段を使うなど
の日常生活でしっかりと動くことも、健康の維
持に効果的です。これからの時期は、衣替えを
して心身ともにリフレッシュするのも良いかも
しれません。今よりも少し多く体を動かすこと
が健康への第一歩です。

～介護や認知症の相談はまず電話で～
　介護や認知症に関する相談は、まずは電話で相談してください。
少しでも「３つの密（密閉・密集・密接）」の時間を減らすことで、感染症予防につながります。
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人
権
生
活
相
談
所
の

相
談
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
を
各
公
民
館

ま
た
は
役
場
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
、
当
面
は
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽ 
相
談
内
容　

人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
・
就
職
・
進
学
相
談
な
ど

▽ 

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

直
接
相
談
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎�

土
肥
相
談
員
（
高
浜
町
21
番
18
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
へ

向
け
た
新
た
な
取
り
組
み
を
開
始

【
成
年
後
見
制
度
と
は
】

　

認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い

な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人

は
、
生
活
費
の
管
理
が
う
ま
く
で
き
な
く

な
っ
た
り
、
悪
質
な
訪
問
販
売
で
必
要
の

な
い
物
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の
問

題
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
の
権
利
や
財
産
を
守
る
制
度
で
す
。

【
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
】

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
遠
賀
郡
３
町
（
芦

屋
・
岡
垣
・
遠
賀
）
は
「
北
九
州
市
成

年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
連
携
し
、

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
相
談
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

▽ 

利
用
方
法　

電
話
ま
た
は
面
談

▽ 

と
き　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

土
日
祝
・
年
末
年
始
は
休
み

▽ 

と
こ
ろ　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援

セ
ン
タ
ー
（
戸
畑
区
汐
井
町
）

▽ 

対
象　

町
内
在
住
の
人
と
そ
の
家
族

▽ 

費
用　

無
料

▽ 

問
い
合
わ
せ　

北
九
州
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
８
２
局
９
１

２
３
）

【
無
料
出
張
相
談
】

　

北
九
州
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
（
社
会
福
祉
士
な
ど
）
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

▽ 

と
き　

５
月
27
日
水
・
午
後
２
時
～

５
時

※�

１
人
１
時
間
以
内

▽ 

と
こ
ろ　

遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
遠

賀
町
大
字
今
古
賀
）

▽ 
対
象　

町
内
在
住
の
人
と
そ
の
家
族

▽ 

定
員　

３
人
（
先
着
順
）

▽ 

費
用　

無
料

▽ 

申
し
込
み　

５
月
７
日
木
か
ら
遠
賀

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２

９
３
局
１
２
３
４
）

※�

２
カ
月
に
１
回
、
遠
賀
郡
３
町
で
出

張
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
今
年
度
の
芦
屋
町
開
催
予
定
】

　

７
月
・
令
和
３
年
１
月

※�

開
催
日
時
な
ど
は
広
報
あ
し
や
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の

通
知
カ
ー
ド
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
よ
り
皆
さ
ん
に
送
付

し
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
「
通
知
カ

ー
ド
（
顔
写
真
付
き
で
な
い
緑
色
の
紙

の
カ
ー
ド
）」
は
、
５
月
下
旬
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
す
。
廃
止
後
は
、
記
載
事

項
の
変
更
や
再
交
付
が
で
き
ま
せ
ん
。

通
知
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
な
ど
は
、
廃

止
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
継
続
さ
れ
ま

す
。
通
知
カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
た
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
引
き
続
き
使
う
番
号
で
す

の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

廃
止
日
以
降
に
出
生
な
ど
に
よ
り
新

た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
る
人

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

相
談

お
し
ら
せ
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芦
屋
中
央
病
院
跡
地
の
検
討
を

一
旦
中
断
し
ま
す

　

芦
屋
中
央
病
院
跡
地
の
活
用
は
、
令

和
元
年
度
か
ら
２
カ
年
か
け
て
検
討
を

行
う
予
定
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

元
年
度
は
、
地
元
住
民
や
各
種
団
体

の
代
表
者
な
ど
に
よ
る
「
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」、
有
識
者
や
各
種
団
体
代
表
者
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
「
芦
屋
中
央
病
院
跡

地
検
討
委
員
会
」、民
間
事
業
者
へ
の「
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
（
※
）」
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
結
果
、
有

効
な
跡
地
活
用
策
の
提
案
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
病
院
跡
地
に
接
す

る
芦
屋
港
レ
ジ
ャ
ー
港
化
の
進
捗
に
よ

り
、
跡
地
活
用
の
可
能
性
が
向
上
す
る

こ
と
か
ら
、
検
討
を
一
旦
中
断
し
、
事

業
の
状
況
を
踏
ま
え
て
再
度
検
討
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
※�

）
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
（
対
話
型

市
場
調
査
）
と
は
、
町
有
地
な
ど
の

有
効
活
用
に
向
け
た
検
討
に
あ
た
っ

て
、
活
用
方
法
を
民
間
所
業
者
か
ら

広
く
意
見
、
提
案
を
求
め
、「
対
話
」

を
通
じ
て
市
場
性
な
ど
を
把
握
す
る

調
査
で
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

地
方
創
生
推
進
係（
☎

２
２
３
局
３
５
７
１
）

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

撤
去
費
を
一
部
補
助
し
ま
す

　

地
震
な
ど
に
よ
り

倒
壊
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀

な
ど
が
、
人
命
に
危
険

を
及
ぼ
し
た
り
、
緊
急

車
両
の
通
行
を
妨
げ

た
り
す
る
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
撤
去
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

今
年
度
が
補
助
の
最
終
年
度
と
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▽ 

申
請
　
正
式
に
申
請
す
る
前
に
町
と

の
協
議
が
必
要
で
す
。申
請
前
に
工
事

の
着
工
を
行
っ
た
場
合
は
補
助
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

▽ 
補
助
対
象
期
限
　
令
和
３
年
３
月
31

日
水

※�

工
事
は
申
請
年
度
の
２
月
末
日
ま
で

に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽ 

補
助
対
象
物
　
町
内
に
存
在
す
る
道

路
に
面
す
る
高
さ
が
１
ｍ
以
上
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど

▽ 

補
助
対
象
者　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の

撤
去
を
行
う
所
有
者
ま
た
は
管
理
者

▽ 

補
助
対
象
工
事　

補
助
対
象
と
な
る

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
を
全
部
撤
去
ま
た

は
高
さ
１
・
２
ｍ
以
下
に
す
る
工
事

▽ 

補
助
額　

補
助
対
象
工
事
に
係
る
費

用
の
２
分
の
１
（
上
限
10
万
９
千
円
）

※�

補
助
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
企

画
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

企
画
係
（
☎
２
２
３
局

３
５
７
０
）

入
札
参
加
資
格
申
請
を
郵
送
で
も

受
け
付
け
ま
す

　

令
和
２
年
度
、
３

年
度
に
町
が
発
注
す

る
、
建
設
・
下
水

道
管
更
生
工
事
と
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
の
入
札
参
加
資
格
申
請
を

今
回
に
限
り
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
可
能
な
限
り
郵
送
で
の

申
請
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

と
き　

５
月
７
日
木
～
６
月
５
日
金

▽ 

資
格
の
有
効
期
限　

８
月
１
日
～
令

和
４
年
７
月
31
日
の
２
年
間

※�

提
出
要
領
な
ど
の
詳
細
は
、
町
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

契
約
管
財
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
７
６
）

お
し
ら
せ

芦屋町ホームページ　https://www.town.ashiya.lg.jp

魅力を活
い

かし
みんなでつくる 元気なあしや
皆さんの手によるまちづくりを支援します

【人材育成事業補助制度】　

　「人材育成事業」は、まちづくりを担う人材の育成と、皆
さんの取り組みによるまちづくりを支援する制度です。「周
りの人に役立つこんな取り組みをしたい」「こんな文化を残
していきたい」といった思いで、まちづくりの活動を行う皆
さんを支援していこうとするものです。
　人材育成事業を使って、あなたやあなたのグループの思い
を実現してみませんか。

▽  対象事業　まちづくり推進事業（町の名産品づくり、町内
美化活動、伝統文化の保存活動、イベントなど、いきいき
とした芦屋町、元気な芦屋町をつくるための実践的活動）

▽  対象者　町内に住んでいるまたは勤務している 20歳以上
の人やグループ

▽  補助額　事業費の４割以内で、限度額は 20万円

▽  問い合わせ　企画係（☎２２３局３５７０）
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●
地
上
防
除

▽
と
き　

５
月
15
日
金
・
午
前
４
時
30
分

ご
ろ
～
午
後
２
時
30
分
ご
ろ

▽
防
除
区
域　

①
夏
井
ヶ
浜
は
ま
ゆ
う
公

園　

②
洞
山
・
堂
山　

③
魚
見
公
園
・

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
芦
屋
・
梅
林
公
園　

④

白
浜
保
安
林
・
芦
屋
海
浜
公
園
・
浄
化

セ
ン
タ
ー
周
辺
・
芦
屋
小
学
校
内　

⑤

鶴
松
墓
地
・
鶴
松
保
安
林
・
浜
口
県
営

住
宅
周
辺
・
芦
屋
東
小
学
校
内
・
高
浜

町
営
住
宅
・
緑
ヶ
丘
町
営
住
宅
・
芦
屋

東
公
民
館
周
辺
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
周
辺
（
図
の
太
枠
内
参
照
）

▽
問
い
合
わ
せ　

農
林
水
産
係
（
☎
２
２

　

３
局
３
５
４
４
）

●
航
空
防
除

▽
と
き　

５
月
15
日
金
・
午
前
５
時
～
８

時
30
分
ご
ろ

▽
防
除
区
域　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
内

▽ 

問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

教
務
課
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
）

●
注
意
点
（
地
上
防
除
・
航
空
防
除
共
通
）

◎
防
除
当
日
は
、
松
の
木
の
周
辺
や
空
き
地

に
車
な
ど
を
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
安
全
性
の
高
い
薬
剤
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
飲
食
物
や
洗
濯
物
、
鳥
か
ご
な

ど
に
薬
剤
が
か
か
ら
な
い
よ
う
、
家
の

中
に
入
れ
、窓
は
締
め
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
雨
天
な
ど
の
場
合
は
、
翌
日
以
降
に
延

期
し
ま
す
。

 

芦
屋
町
の
松
を
守
る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除
を
行
い
ま
す

④⑤ ③ ①②

　軽自動車税（種別割）は、４月１日現在にバ
イクや軽四輪を所有している人に課税されます。
納税通知書を所有者に送付しましたので、確認
してください。
　納付期限は６月１日月です。口座振替の場合
は、５月 25日月に引き落としになります。
○軽自動車税（種別割）の減免
　障がい者本人や生計を一緒にする人が、軽自
動車を障がい者の通院などに使用する場合は、
軽自動車税（種別割）が減免されます。
※一度申請した車両でも、毎年申請が必要です。
※�障がいの程度によって減免できない場合があ
ります。
※��減免を受けることができる台数は１台です（普
通自動車との併用で減免はできません）。

※�令和２年度に軽自動車（種別割）の減免を受
けた場合、年度途中で普通自動車に変更して
も、令和２年度中の普通自動車での減免を受
けることはできません。

▽ 申請期間　5月 7日木～６月１日月

▽ 必要書類　①軽自動車税（種別割）減免申請

書（税務課にあります）　②軽自動車税（種別
割）納税通知書　③身体障害者手帳・精神障
害者保健福祉手帳・療育手帳・戦傷病者手帳�
④減免申請車両を運転する人の運転免許証�
⑤納税義務者の印かん　⑥納税義務者の個人
番号（マイナンバーカードまたは、通知カード）
または法人番号が分かるもの
　具体的には次の書類が必要です。

※マイナンバーカードを提示すれば、本人のマ
イナンバーの確認と本人の身元確認がカード
１枚でできます。
※代理人が申請する場合は、委任者のマイナン
バーの確認と代理人の身元の確認とともに委
任状などが必要です。

個人番号の確認 通知カード、またはマイナン
バーが記載された住民票

身元確認

運転免許証などの顔写真つき
公的身分証明書 1点
※顔写真なしの書類は 2点
　（健康保険証、年金手帳など）

軽自動車税（種別割）の納税通知書は届きましたか

▽ 問い合わせ　課税係（☎２２３局３５３４）
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　 ６月 1 日から令和 5年 3月 31 日まで、
町内全区間のバスの運賃を１００円とす
る試行運行を行います。
　バスの利用促進と町内活性化を目的と
しています。令和 5 年度以降の実施は、
試行運行での利用状況を踏まえて検討し
ます。皆さんおおいにバスを利用してく
ださい。

▽  対象バス　芦屋タウンバス・北九州市営
バス

▽  対象区間　町内全区間
【例１】芦屋タウンバス
芦屋中央病院玄関前⇔芦屋競艇場入口

【例２】北九州市営バス
第二粟屋⇔芦屋中央病院下

▽  運賃　１００円
※�小学生と障がい者は半額の５０円
※回数券100円券の販売はありません。

▼  問い合わせ　地域振興・交通係
　（☎２２３局３５３９）

広
告

広
告

１００円で町内を移動しよう！
芦屋タウンバス・北九州市営バス

　町のＰＲ・イメージア
ップを図るため、オリジ
ナルポロシャツを制作・
販売しています。
　昨年ご好評いただいた
2019 年デザインのポロ
シャツを、今年も下記販
売場所で購入できます。
背中に芦屋釜をモチーフ
としたデザインをあしら
っており、素材はメッシ
ュです。サイズによって
は売り切れになる場合も
ありますのでご了承ください。

▽ 価格　１着１２００円（消費税込み）

▽  色　黒

▽  サイズ　ＳＳ、Ｓ、Ｍ、Ｌ、ＬＬ、３Ｌ、４Ｌ、
５Ｌ

▽ 販売期間　９月 30日水まで

▽  販売場所　◦芦屋町観光協会（☎２２１局１００
１）◦生き活き市場 GoodSmile はまゆう（☎２２
３局２５２５）◦てのや商店（☎２２３局００５０）
◦福島スポーツ（☎２２３局１７２３）◦マリン
テラスあしや（☎２２３局１０８１）
※�役場とかねやす芦屋店では販売しませんので、注
意してください。

▽  問い合わせ　地方創生推進係（☎２２３局３５７１）

芦屋町オリジナルポロシャツを
販売します

色：黒のみ

ボタンダウンなし
胸ポケットあり

デザイン

広報あしや　2020.5.1 ㉘



紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
二
百
八
十
八

　
吉
田
家
の
男
達
　
⑤

　 

吉
田
磯
吉
が
い
た
時
代
・
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
普
通
選
挙

　

こ
こ
に
小
冊
子
が

あ
る
。
50
ペ
ー
ジ
、
サ

イ
ズ
は
ほ
ぼ
B6（
約
12

㎝
×
18
㎝
）
大
で
、
衆

議
院
議
員
時
代
の
吉
田
磯
吉
が
昭
和
２

（
１
９
２
７
）
年
に
制
作
し
た
も
の
で
あ

る
。
題
は「
普
選
に
直
面
し
て
」と
あ
る
。

内
容
は
、普
通
選
挙
法
が
や
さ
し
く
具
体

的
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。磯
吉
が
直
接
関

与
し
た
印
刷
刊
行
物
は
珍
し
く
、ま
た
貴

重
な
資
料
で
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
は
、冊
子
が
制
作
さ
れ
た
時
代
の

外
観
を
見
て
い
き
た
い
。す
べ
て
の
帝
国

主
義
列
強
が
二
手
に
分
か
れ
て
争
っ
た

第
一
次
世
界
大
戦
（
１
９
１
４
年
）
は

世
界
史
の
大
き
な
画
期
と
な
っ
た
。ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
地
が
戦
乱
の
地
と
化
し
て
る

間
に
、
日
本
は
ア
ジ
ア
支
配
に
乗
り
出

し
、
韓
国
・
中
国
の
み
な
ら
ず
シ
ベ
リ
ア

ま
で
も
勢
力
範
囲
に
収
め
る
べ
く
帝
国

主
義
的
膨
張
行
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。

　

こ
の
時
日
本
帝
国
主
義
は
内
に
一
つ
の

芽
を
生
み
出
し
た
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

で
あ
る
。
こ
れ
は
、日
露
戦
争
（
１
９
０
４

年
）
後
か
ら
大
正
末
期
（
１
９
２
６
年
ご

ろ
）
に
至
る
四
半
世
紀
間
の
、
政
治
・
社

会
・
文
化
の
諸
分
野
に
わ
た
っ
て
の
民
主

主
義
的
、
自
由
主
義
的
傾
向
を
指
す
。
そ

の
推
進
力
と
な
っ
た
の
は
政
治
的
市
民
的

自
由
を
求
め
る
民
衆
運
動
で
あ
っ
た
。
取

り
も
直
さ
ず
、
明
治
維
新
か
ら
続
く
薩
摩

と
長
州
の
藩は
ん
ば
つ閥
官
僚
政
治
勢
力
を
主
軸

と
す
る
明
治
憲
法
体
制
を
、
議
会
中
心
の

政
党
政
治
に
変
え
る
こ
と
が
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

ロ
シ
ア
革
命
以
来
の
世
界
的
な
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
機
運
の
流
入
の
も
と
、
国
内
の
労

働
者
・
婦
人
・
学
生
・
市
民
の
普
通
選
挙
権

希き
き
ゅ
う求
運
動
が
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。

昭
和
３
（
１
９
２
８
）
年
の
春
に
、
実
施

の
普
通
選
挙
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
議
員
と

政
党
政
治
、
言
論
の
自
由
の
上
に
立
脚
す

る
民
衆
運
動
。
こ
れ
ら
の
展
開
に
よ
っ
て
、

民
衆
に
支
持
基
盤
を
持
た
ぬ
藩
閥
官
僚

勢
力
に
よ
る
統
治
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

平へ
い
み
ん
さ
い
し
ょ
う

民
宰
相
と
呼
ば
れ
た
原は
ら

敬た
か
し政
友
会
内

閣
の
成
立
後
、
政
党
内
閣
の
時
代
が
到
来

す
る
。
し
か
し
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
春
は
短

く
、
政
党
勢
力
は
明
治
憲
法
体
制
を
変
革

し
て
議
会
中
心
主
義
の
制
度
を
確
立
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
昭
和
６
（
１
９

３
１
）
年
の
満
州
事
変
勃
発
後
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
軍
の
暴
走
に
よ
る
戦
争
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
前
に
没
落
の
道
を
歩
む
こ

と
と
な
っ
た
。

　

磯
吉
は
大
正
４
（
１
９
１
５
）
年
に
初

当
選
し
、昭
和
７
（
１
９
３
２
）
年
に
衆
議

院
議
員
を
勇
退
し
て
い
る
。
磯
吉
が
所
属

し
た
憲
政
会
は
、
公
約
の
一
番
に
無
条
件

の
成
人
選
挙
権
論
を
唱
え
て
い
た
。
憲
政

党
の
政
権
獲
得
後
、
普
選
選
挙
法
は
大
正

14
（
１
９
２
５
）
年
に
成
立
し
た
。
小
冊

子
の
序
に
お
い
て
「
顧
み
れ
ば
、
私
達
は

非
常
な
努
力
を
以
て
普
通
選
挙
の
法
律
を

作
り
上
げ
た
。」
更
に
あ
と
が
き
で
は
「
普

選
法
が
、
我
国
の
議
会
を
通
過
し
て
法
律

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
随
分

長
い
年
月
と
国
民
幾
多
の
苦く
か
ん艱
を
経
て
き

た
。」
中
略
「
普
選
の
要
求
は
、国
民
の
声

と
し
て
益
々
燎
り
ょ
う
げ
ん原の
火
の
如ご
と

く
猛
烈
を
加

え
て
来
た
。
而
し
こ
う
し
て
、
各
政
党
は
こ
の
国

民
的
の
大
運
動
に
対
し
て
賛
否
の
応
答
に

悩
ま
さ
れ
た
。
或
い
は
態
度
の
豹
変
、
或あ
る

い
は
党
の
分
裂
ま
で
賭と

し
て
戦
っ
た
。
し

か
も
、
大
勢
の
赴
く
と
こ
ろ
遂
に
大
正
14

年
の
春
、
こ
の
法
案
は
貴
衆
両
院
を
通
過

し
た
。
本
案
が
初
め
て
議
会
に
提
出
さ
れ

て
か
ら
実
に
23
年
を
経
た
の
で
あ
る
。」政

権
党
の
重
鎮
で
あ
っ
た
磯
吉
な
ら
で
は
の

言
葉
で
あ
ろ
う
。

※�

「
普
選
に
直
面
し
て
」
を
紹
介
頂
い
た

玉
井
行
人
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
４
月
か
ら
広
報
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
小
田
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
役
場
で
使

わ
れ
る
シ
ス
テ
ム
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の

維
持
管
理
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
広

報
紙
づ
く
り
は
初
め
て
で
す
が
、
皆
さ

ん
が
読
み
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
取
り

組
も
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に
住

ん
で
い
る
の
で
、
取
材
以
外
の
と
き
で

も
お
会
い
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
と
き
は
、気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
る
と
う
れ
し
い
で
す
。（
小
田
）

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
リ
ス

ク
の
あ
る
中
、
終
息
に
向
け
従
事
し

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
ま
す
。目
に
見
え
な
い
ウ
イ

ル
ス
と
戦
う
の
は
、
正
直
疲
れ
ま
す
。

ふ
と
、
感
染
拡
大
前
の
日
常
感
覚
に

戻
る
時
が
あ
り
、そ
の
気
の
緩
み
が
感

染
リ
ス
ク
生
じ
さ
せ
る
時
な
ん
だ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。役
場

で
は
、職
員
の
机
を
離
し
一
定
距
離
を

保
っ
た
上
、ビ
ニ
ー
ル
を
張
っ
て
防
御

し
た
り
、定
期
的
に
換
気
を
促
す
ア
ナ

ウ
ン
ス
が
庁
舎
内
に
流
れ
、窓
を
大
き

く
開
け
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、職

員
か
ら
募
っ
た
標
語
で
作
っ
た
注
意

喚
起
の
看
板
を
町
内
に
設
置
し
た
り
、

広
報
車
で
呼
び
か
け
た
り
し
て
、皆
さ

ん
へ
予
防
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
く

お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。気
候
も
良
く

な
り
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
気
が

緩
み
が
ち
で
す
。町
に
元
気
を
取
り
戻

せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、み
ん
な
で
一

緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。�

（
鍬
守
）

編

集
後
記
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